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L 目的

従来，子育ては，家族や地樹土会における人

間関係の中で見守られ，多くの人との関わりの

もとで行われてきた.しかレ 近年の少子化や

核家方矢子七，都市化の進行，女性の柱会進出の増

加など，社会環境の変化は著しく，その結果と

して家庭環境にも大きな影響をもたらし，従来

のように子育てを行うのが難しし、社会となった.

そして，今，子育てを社会全体で支える社会的

システムの構築が求められ， r子育て支援jが呼

ばれている.今日では， r子育て支援Jは一般化

され，たくさんの子育て支援訴E織が普及してき

ているが，ここでは，新しい子育て支援組織で

ある桁互援助型子育て文勝fL織，ファミジー一・

サポート・センターを取り上げる.

ファミリー・サポート・センターとは，一般

の蝿誠住民である育児の援助を行いたい者(提

供会員)と育児の援助を受けたい者(依頼会員)， 

また両方の要素をもっ者(両方会員)からなる

会見手E織であり，会員同士で育児に関する相互

援助活動を行っている.全ての会員が地域住民

で構成された会員制組織だが，何らかの理由に

より育児の援助を必要とする依頼会員，常に育

児の手助けをする提供会員，また自らが子育て

をしながら他人の育児の援助を行い，時に援助

を必要とする両方会員，この3者が体験して感

じることはそれぞれ異なることが推測できる.

そこで、，本研究では，相互援助型子育て支援
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組織でみられる勢崎の活動前後による意識変

化を明らかにすることを目的とする.また，こ

れまでより， r子育て支援を受ける側Jの調査は

数多くあるが， r子育て支援を行う俣fjJの調査は

まだ少なく，しかも，ファミリー・サポート・

センターの系E織でみられるような依頼者が提供

者となって支援を行うという事例についての調

査はほとんど行われていない.本研究では，フ

ァミリー・サポート・センターの会員として活

動するにあたっての4つの宅見長「地域との関係，

自己充鶏見，子ども観，子育て観Jについての

活動前後による意識，また，会員形態、よる4つ

の意識I地域との関係，自己充実感，子ども観，
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2方法

被験者

徳島県内Tファミリー・サポート・センター，

Iファミリー・サポート・センター会員(両方

会員23名・依頼会員51名・抱其会員67名)

141名が女主象.

調査期間

2004年9月上旬~同年9月下旬.

調査内容

アンケート調査法により「地域との関係，自

己充実感，子ども観，子育て観jに対する意識

を尋ねた.

(1)地域との関係-主に地域の人を含めた地

域との関わりについて示すもので，質問項目数
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は13項目である.

(2)自己充実感一主に自分自身についての充実

感や安定感を示すもので、，質問項目数は 12項

目である.

(砂子ども観一主に子どもの柄主に対する印象

やイメージを表すもので，質問項目数は4項目

である.

(4)子育て観一主に子育てに対する印象やイメ

ージを表すもので，質問項目数は6項目である.

3 結果と考察

「地域との関係jにいついて

会員形態間に関わらず，全ての会員を対象に，

活動前よりも活動後に望ましい影響があること

が明らかになった.これは，会員となって活動

することで，依頼者と提供者は，子どもを介し

たより近い関係性を築けることが考えられる.

地域の人同士の交流から地域の人や地域に対す

る関心が強まり， r地域との関係Jに対する意識

も高まることが推察される.

「自己充実感Jについて

会員形態聞に関抗ずj全ての会員を支橡に，

活動前よりも活動後に望ましい影響があること

が明らかになった.これは，依頼者は，援助が

必要なときに子育てを依頼することができので，

白分が望む生活スタイルをある程度獲得で、きる

ことが考えられる.そのため母親としての布生

価値だけではなく，一人の人間として自分の生

活に充実感や生き甲斐を得ることができるだろ

う.また，子育ての援助を行し1たい提供者にと

って，活動は自分の欲求を満たすものであり，

活動に対して自分の生きがいや存在価値を見出

すことができると考えられる.

「子ども観jについて

会員形態間に関わらず，全ての会員を対象に

活動前よりも活動後に望ましい影響があること

が明らかになった.これは，依頼者のように，

会員となることで子どもから離れる時間をもつ

ことは，母子一体的な感覚ゆえのストレスが薄

れ，子どもの存在から安らぎゃ生きがいを感じ

られようになる可能性がある.また，提供会員

は既に子育てが終わった比較的年齢の高い人が

多いので，幼い子どもと角蛇L合う機会があまり

ないだろう.活動を通して地域の子どもたちと

角蛇工合う機会をもつことは，子育ての大変さよ

りも子育てに対して喜び常義しさを体験するの

ではないだろうか.その結果，子どもに対して

安らぎゃ充実感を感じることは推察できる.

「子育て観jについて

依頼会員，提供会員においては，活動前後に

よる意識の変化はみられなかったが r子育て支

援を受ける側が子育て支援を行う」両方会員に

おいてのみ，活動後において「子育て観Jに対

する意識に望ましい影響がみられた.つまり，

両方会員のように子どもの依頼を頼むだけでは

なく，他人の子どもと接することに大きな意味

があり，一子育てへの意識は高くなることが示唆

されている.これは他人の子どもと接すると

で，子どもに対する視野が広がり，子ども瑚卒

や子育て方法を知り得ることが考えられる.

まとめ

全ての会員形態において， r地域との関係，自
己充実感，子ども観jに対する意識の向上がみ

られ，会員たちは活動することに意義があると

考えられる.しかし子育て観」に関しては，

両方会員においてのみ活動後に意識の向上がみ

られ，子どもをもっ親が他人の子どもと接する

ことで，子育てへの理論紛深まることが考えら

れる.子育てについて人から提供される知識だ

けではなく，知識と実践が伴い，自らが伽惑して

得られる知識も大切であると示唆される.
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